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0毎日新聞（2008年5月31日）

≪G2TAMαプラス≫は、株式会社ピースアンドキューズと、鳥インフルエンザウイルス研究の第一人者大槻公一
教授との共同研究により誕生した、新時代の抗ウイルス・抗菌剤です

改良進化

G2TAMαプラス ≪アミノエリア-R≫



大槻公一先生が自著で推薦

大槻公一編著 青春出版社

≪G2TAMαプラス≫で共同研究を行った当時鳥取大学農学部付属人獣共通感染症疫学研究センター長教授の大槻

公一先生が、自著の中で、≪G2TAMαプラス≫の効果と安全性、衣服や持ち物への対策の必要性について述べられてい

ます。（赤線箇所）

『新型インフルエンザから
家族を守る１８の方法』

新型インフルエンザの脅威と、その
対策方法についてとても分かりやす
く解説されています。また、この本の
中で『Ｇ2ＴＡＭαプラス』が、安
全な消毒剤として推薦されていま
す。
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大槻公一先生プロフィール
【Generation of a Highly Patogenic Avian Influenza A virus 
from an Avirulent Field Isolate Passaging in Chiken】

論文：【弱毒型鳥インフルエンザウイルスを接種した鶏を継代させ
れば強毒型に変異することを証明】

【大槻公一先生経歴】
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3

鳥インフルエンザウイルス（Ｈ5Ｎ3型）不活化試験Ⅰ

3
※『Ｇ2ＴＡＭ（ジーツータム）と特殊浸透液の混合液の抗ウイルス効果に関する試験』より。鳥取大学農学部附属鳥由来人獣共通感染症疫学研究センター
大槻公一特任教授



鳥インフルエンザウイルス（Ｈ5Ｎ3型）不活化試験Ⅱ

※『Ｇ2ＴＡＭ（ジーツータム）と特殊浸透液の混合液の抗ウイルス効果に関する試験』より。鳥取大学農学部附属鳥由来人獣共通感染症疫学研究センター
大槻公一特任教授
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鳥インフルエンザウイルス（Ｈ7Ｎ7型）不活化試験

※≪Ｇ２ＴＡＭαプラス≫のＨ7型鳥インフルエンザウイルスに対する抗ウイルス効果の検証 京都産業大学鳥インフルエンザ研究センター長 大槻公一教授等研究グループ
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コロナウイルス（MERSコロナウイルス代替）不活化試験

※≪アミノエリアneo≫のコロナウイルス（MERSコロナウイルス代替）に対する抗ウイルス効果の検証 京都産業大学鳥インフルエンザ研究センター長 大槻公一教授等研究グループ
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株式会社ピースアンドキューズ

期間・時期

2005年3月 ○愛知県経営革新計画事業認定（中小企業経営革新支援法16商流第1106号)防犯システム

2005年5月 ○鳥取県技術サポートセンター事業研究支援コース認定

2006年11月 ○鳥取県『知的財産・ベンチャー発掘支援事業第200600122238号』認定

2006年12月～2008年3月 ○鳥取大学と抗鳥インフルエンザウイルス作用についての共同研究契約締結

　　『穀物抽出エキスを含有する素材の抗インフルエンザウイルス作用の研究』

2008年4月～ ○ＮＰＯバイオものづくり中部

2008年7月～2010年3月 ○平成２０年度経済産業省『地域イノベーション創出研究開発事業』採択

　　中部大学工学部、生命健康科学部との共同研究『大気圧プラズマ技術を応用した抗ウイルス布帛の開発』

2010年6月～ ○中部大学工学部、生命健康科学部との共同研究開発『中空糸を真空雰囲気で抗菌加工』

2010年6月～ ○中部大学工学部、生命健康科学部との共同研究開発『クリーニング行程で繊維製品に抗菌加工を施す方法』

2010年3月～ ○『医薬品・医薬部外品の開発』メディサイエンス・エスポア株式会社　※総合研究所（ＫＢＩＣ）

2010年11月～2011年12月31日 ○酪農学園大学獣医学部桐澤力雄教授との『各種処理を施した消毒薬のピコルナウイルスとアデノウイルスに対抗する抗ウイルス効果』に

　　関する研究。農林水産省からの委託研究。口蹄疫ウイルス対策研究。

2010年11月～2011年12月31日 ○宮崎県立農業大学黒木法晴先生との共同研究。『口蹄疫罹患農家調査(宮崎県)』

○宮崎県立農業大学黒木法晴先生との共同研究『牧牛の人口受精率の向上に関する研究』

2013年4月1日～2014年3月31日 ○京都産業大学鳥インフルエンザ研究センターとの共同研究。『≪G２TAMαプラス≫による鳥インフルエンザウイルスH7型に対する抗ウイルス

　　効果の検証』

2015年12月1日~2016年11月30日 〇京都産業大学鳥インフルエンザ研究センターとの共同研究。『≪アミノエリアneo≫によるコロナウイルス（MERSコロナウイルス代替）に対する

　　抗ウイルス効果の検証及び≪アミノエリアneo≫による鳥インフルエンザH5N3型に対する抗ウイルス効果の検証』

2015年6月1日 〇株式会社ピーキューテクノに技術供与した4事業について、三重県より経営革新事業認定（第838号）を受けた。

　4事業の内訳（①農産物鮮度保持シート②常温≪ご遺体保存剤≫③食品関連感染症防御システム④畜産関連感染症防御システム）

◆特許

国内特許 特許4545574号、特許6057444号

国際特許 〇特許登録:アメリカ（US 8,435,955 B2）、イギリス（GB 2463362）、スイス（CH 702 482B1）、シンガポール（160292）、

マレーシア（MY-157867-A）　　　〇特許申請中：中国、台湾、香港、韓国、オーストラリア、パキスタン

共同研究・事業認定・特許
2017年10月1日現在（改1）

共同研究・事業認定内容


